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【Dehenkenを創業した理由】
わたし（当社の創業者・現代表）は、1999 年3月に前職を退職し、

199 9 年9月、自宅にて社員１名で

資本金300 万円の有限会社データ変換研究所を創業いたしました。

前職では検索ソフトウェアを取り扱いました。

文書ファイルを検索対象とするため、

テキスト抽出技術を米国にある企業のものを採用しました。

ところがそのテキスト抽出技術を持つ米国の企業は

M&Aにより欧州の企業に買収され、

買収先の欧州の企業では、アジアの文字コード対応をやめることを決定しました。

テキスト抽出の技術サポートがなくなり検索ソフトウェアの販売はできなくなりました。

わたしは日本市場において、安定かつ日本のマーケットスタイルに合った

テキスト抽出をする日本の企業が必要だと思い、

前職を退職し、データ変換研究所、略してDehenkenという名称で

テキスト抽出事業を行う会社を創業しました。

前職での仕入れ担当者の経験・立場からすると、

このデータ変換研究所という会社では２つのことを実施してもらわなければなりません。

① 文書ファイルからのテキスト抽出技術を将来にわたって継続すること

② OEM客先からのカスタマイズ要望には応じること

Dehenkenを創業したときの思いは、今もなお続いています。
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品質マネジメントシステム ISO 9001:2015 の認証取得

Certificate No. : 02523-2011-AQ-KOB-JAB

Initial certification date : 27 September, 2011

株式会社データ変換研究所は、2011年9月27日付

けで全社統一の品質マネジメントシステムとして

DNVより ISO-9001:2008 の認証を取得しました。

(現在は2015年版に移行 )

認証の対象は「ソフトウェアプロダクトのデザイン・

開発・製造」です。



株式会社データ変換研究所（以下、Dehenken）は、
「テキスト処理技術に強みをもつ
ソフトウェアOEM会社」です。
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当社（Dehenken）は、
ソフトウェアを開発するお客様（企業）のために、
お客様の商品がマーケットでより
「競争力」ある商品となるための
技術ソフトウェアの提供を行います。

当社の企業ミッションは、
テキスト処理技術に特化し、
他社が追随できない技術を集約した技術ソフトウェアを
自らの手で開発し、
提供し、
提供後お客様のソフトウェアに問題が発生しないように
保守業務を継続することです。

また、お客様の継続的要望にマッチするように、
他社技術の向上に負けないように
さらなる技術開発を継続することです。

当社の商品イメージは、
お客様がブランド名を聞いただけで
安心して採用できるようにすることが目標です。
そのために社員一丸となって、
当社商品の性能・機能・品質を明らかにしながら、
絶え間ないレベルアップを図り、
努力を継続します。

当社のブランドのあるべき理想は、
採用後のお客様のソフトウェアが
継続的に「競争力」を備えたソフトウェア商品と
自然に認知されるようになることです。

これが私たちのめざす理想の実現となります。

会社概要 Dehenkenの
ミッション・経営理念

キャッチコピー

ソフトウェア商品
ロゴ

Dehenkenロゴの3つの波線は、Procedure / Function / Libraryを表
現しています。これはソフトウェアモジュールの3階層にて構築すると
いうソフトウェア開発上の概念、処理の水準 (Levels of Processing)を
意味しています。

「テキスト抽出技術」は、Dehenkenの独自開発ブランドです。

品質向上への取り組み

デザインコンセプト

Dehenken技術を
OEM採用しているお客様

Dehenkenは、2011年 9月 27日付けで全社統一の品質マネジメント
システムとしてDNVより ISO-9001:2008 の認証を取得しました。(現
在は 2015年版に移行 )

認証の対象は「ソフトウェアプロダクトのデザイン・開発・製造」です。
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「変換道」を英語で「The way of Conversion」。

Dehenkenでは、各種フォーマットの文書ファイル
から安全にテキストデータを取り出す技術を大切
にしています。さまざまな形式のフォーマットから
精度良く・安全に取り出す継続的品質・性能向上
活動を「変換道」と呼んでいます。

● 有限会社 アイビス・ジャパン● アイマトリックス株式会社

● アクセラテクノロジ株式会社

● 株式会社インターネットイニシアティブ● 株式会社エアー

●S B C&S株式会社● NRIセキュアテクノロジーズ株式会社

● 株式会社 NSD● ＮＴＴテクノクロス株式会社

● 株式会社 オーイーシー● 株式会社オーク情報システム

● 株式会社オレンジソフト● 株式会社ガイアックス

● キー･ポイント株式会社

● キヤノンマーケティングジャパン株式会社

● クワンタム・テクノロジー株式会社● 株式会社コネクトワン

● サイボウズ株式会社● ジェイズコミュニケーション株式会社

● 株式会社システナ● 株式会社タイムインターメディア

● 株式会社テクラス● デジタルアーツ株式会社

● 株式会社テックリンク● 株式会社 Twofive

● 株式会社ドリーム・アーツ● 日本電気株式会社

● 株式会社野村総合研究所

● ビジネス サーチ テクノロジ株式会社

● 株式会社日立 ICTビジネスサービス

● 株式会社日立ソリューションズ

● 日立プロキュアメントサービス株式会社● 株式会社 fonfun

● 富士通株式会社● 株式会社富士通 Japan

● 株式会社 Fronteo● 株式会社 HENNGE

● 株式会社リコー● リコージャパン株式会社

● 株式会社 YE DIGITAL

ほか

DocCat 
デ変研 TFライブラリ
デ変研 MFXライブラリ
デ変研 MMライブラリ
デ変研監査ライブラリ
MailCyclope
Derimo 
QuadCube

高精度・超高速テキスト抽出ソフトウェア
高精度・超高速テキスト抽出ライブラリ
メールと圧縮ファイルの階層展開ライブラリ
フォーマットファイルを無害化するライブラリ
マイナンバーや個人情報の高速検知ライブラリ
メールアーカイブの全文検索エンジン
Dehenkenリモートモニタリングソフトウェア
軽量な空間情報で地上の構造物の位置の補正技術

特許
技術

デ変研監査ライブラリは、個人情報を検出するライブラリです。Dehenkenが考案し、日本国の特許を
取得した高速パターンマッチ技術が搭載されています。（特許4152273号2008年7月認可）。この技術
はあらかじめ検出したい個人情報と考えられるキーワードを登録し大量のパターンと一致するものを
短時間で探し出すことができます。具体的な検出対象は、人名・地名・メールアドレス・電話番号・クレ
ジットカード番号・マイナンバー・企業番号などです。このように個人情報をメールや圧縮ファイル内
から見つけ、数えることで、情報セキュリティ市場で、有効なソフトウェア商品を提供しています。

１．顧客のニーズと期待に応えたソフトウェアを提供します。
２．ソフトウェア業に関連する法律・規制などを遵守します。
３．品質マネジメントシステムの導入により、
　  高品質のソフトウェアを開発します。
４．顧客とのコミュニケーションを密にとり、
　  より広範な満足を得るように努めます。
　  上記の品質方針達成のため、各部門は目標を

      設定し、品質マネジメントシステムの有効
　  性の継続的な改善活動を行います。

品質方針

  

（50音順 敬称略）
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